4.共同利用研究会(X.共同利用研究) by unknown
Title4.共同利用研究会(X.共同利用研究)
Author(s)









































































































































































































































錨柑明生 (名大 ･環境医学研)･伊藤由里 (藤田保健衛生大)･鈴木樹理 (霊長研):｢インターフェロン
治棚による密の発症機序に関する研究｣
木下美香 ･束村博子 ･前多敬一郎 (名大院 ･生命農学研究科):｢脳内エネルギーセンサーについて｣
大磁聡 ･岡村裕昭 (農業生物資源研)･松山秀一 ･束柑博子 ･前多敬丁郎 (名大院 ･生命農学研究科)●
鈴木樹理 (霊長研):｢栄養によるGnRHpulsegeneratbr活動の制御｣大平英樹 ･市川奈穂 (名大院 ･

























































村井千寿子 (京大 ･文):｢チンパンジー乳児を対象としたカテゴリ化研究 :現在とこれから｣






































山本淳一 (慶応大 ･文):｢発迂陀聾児の認知 ･言語｣
総合討論
指定討論君 :波多野誼余美 ･小西行郎 ･小椋たみ子 ･三上煎允 ･武m庄平 ･明和政早



























座長 :室山泰之 (京都大 ･霊長研)
五百部裕 (椙山女学園大 ･人間関係学):｢他種とのかかわり:共存,混群,雑種形成｣
山極寿- (京都大 ･理):｢霊長類の環境認知と社会性 :種内変異と種間変異の比較から｣
菅原和孝 (京都大 ･人間 ･環境学):｢問身体性と身体配列-グイ･ブッシュマンの民族誌から-｣
コメンテーター :小川秀司 (中京大 ･教養)･田中伊知郎 (四日市大 ･環境情報学)
3月13日 (金)
自己と他者とのかかわり
棚堤 :泉明宏 (京都大 ･霊長研)
中村克樹 (国立精神 ･神経センター ･モデル動物):｢コミュニケーション機能と動作｣
倉岡康治 (京都大 ･霊長研)･中村克樹 (国立精神 ･神経センター ･モデル動物):｢社会的情報の認知
に関わる神経機構｣































節三セッションの く自己と環境とのかかわり ･身体の境界 ･自己像)では,3人のスピーカーによ
る講杭があった.山本は,時間差のある体性感覚刺激の順序推定を指標に,･道具使用時にはあたかも遺
共の先端まで知光が延長されるかのような主観的体験の客観的な証拠を示した.皮膚感覚,深部感覚,
視覚の相互作用による自己像の変容の典型例である.稲山は,逆転眼銃を実際に装着したまま発表を行
った.逆転眼鏡は視覚と体性感覚の連合を覆すが,訓練によって新たな連合が形成され,日常生活が営
めるようになる.ただし,手足の操作については左右別々に学習しなければならないことなどが示され
た.杉田は,生後間もないニホンザルを次々と入れ替わる単波長照明下で飼育し,色見本あわせ課題を
行わせた.ヒトや正常なサルが持っている ｢色の恒常性｣がなくなっていることが明らかになったこと
から,正常な色覚の獲得過程を調べる重要なモデルを開発したといえる.
これら三つのセッションの間も,またセッション終了後の総合討論の時間にも,コメンテーター,
スピー カー,フロア入り乱れて活発な意見交換が行われた.隠れたテーマであった舛分野問のかかわり
も高いレベルで実現された研究会であった.
(文1･:大石柘生)
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